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長 野県西部地震 に おける松越地 区 の崩壊 と地質

On 　the　slope 　failure　and 　geological　features　at　MatUkoshl　district　due　to

　　　　　　　　　　　Naganoken−seibu 　Earthquake， 1984
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1．　 ま え が き

　 昭和59年 9 月 14日，長野 県 木 曾 郡 王 滝 村 を震 源 とす る v

グニ チ ュ
ード6．8 の

「長野県西部地震」 が発生 した 。 こ の

地震 に よ り，御岳山南東斜面，松越地区お よび 滝越地区 に

お い て 大規模な斜面崩壊が発生する と と もに ，多数 の 小規

模 な崩壊が発生 した
1）・Z）・3）・4）

。

　筆者 らは，地震直後 よ り松越地 区 の 崩壊 地 を 中心 とす る

地域 に お い て ， 被害状況 ， 地質分布な どの 調査を行 っ て ，

崩壊地一帯 の 被害の 現況 と地 質構造を明 らか に した。

　 そ の 結果 ， 崩壊 地 に は基盤をな す古生層 の 上面 に 埋没 し

た 谷地形が発達 して い る こ と と，こ の 古生層上 に 堆積 し た

御岳火 山噴出物の 下部層準で あ る 火山円礫岩 に 大量 の 地下

水 が賦存して い た こ と が 明 ら か に な っ た。さ らに，地震 に

よ り生 じた崩壌の す べ D面 を形成す る 軟質な御岳火 山噴出

物 の 軽石凝灰岩に対して ，前述 の 火山円礫岩か ら地下水 が

供 給され ， 過 剰問隙 水圧 の 発生な ど の 影響が 生 じや す い 地

質構造を な して い た こ とが 判明 した。

　本報告にお い て は，以上 の 調査結果 の 事実関係とそ の 特

徴 に つ い て 報告す る とと もに
， 松越地区 の 崩壊 の 発生 に 関

係 す る 素因につ い て述べ る 。

2．　 被害の概要

　松越地区 に お ける 斜面崩壊 は ， 王滝村役場 の 東北東方約

500m に位置す る 大又 川 と松草川 の 合流点付近 に お い て ，

大 又 川右岸の 東面斜面上 に発生 した （図一2）。 こ の 崩壊 は，

聞 き こ み に よ る と， 地震直後 に 大音響 を発 して
一

瞬 の うち

に 生 じ た との こ とで あ る。

　崩壊 の 滑落崖 は ， 大又川 の 河床 か ら比高約 90m に あ る緩

斜面内に 生 じ， そ の 規模 は，最大深 さ 30皿 ，最大幅 140

m ，最大延 長170m （図一 2，図一 3 ） とな っ て お り， 崩

壊 土量 は 250　OOO　rn3 に達 した 。

　崩壊地 の 土塊は，緩斜面上の 家屋 と人命をの み こ ん だ後，

大又川左岸に あ っ た 生 コ ン ク リ
ートプ ラ ン トを斜面上 に約

35m 押し上げて破壊 した。そ の 後，土塊 は，土石流と な っ

て 大又川 を流下 し，御岳湖貯水池に 達 した 。
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一1 尾根 部 に発生 し た 地割れ

　
一

方 ， こ の 地震 に よ り，崩壊地周辺 の 緩斜面上 に あ る 畑，

水田の 畦 お よび道路 の 路肩部な ど に延長10〜20m ， 開 口 幅

5〜20cm ，落差 1〜30　cm 程度の 地割れ （図
一2）が発 生

し た 。ま た，崩壊地 西方 山地 の 尾根上 に も延長10〜50m ，

開 口 幅 5〜100cm
， 落差 1〜30　cm 程度の 地 割れ （図一 1）

が発 生 した。

　 こ の 外 ， 家屋 の 壁 や建物の 基礎 の 損傷 な らび に ブ ロ ッ ク

壁 ， 石積 み，墓 石，石 碑 の 倒壊な どが 多 く発生 し た a

　な お ，松越地 区 に お け る 震 度階 は，長岡
5），長岡 ・星 野

・

武井 ・市川 ・斉藤 ら
4）

に よ り， 震度VI程度 とされ て い る 。

3．　 崩壊地
一帯の地 形

　松越地 区周辺 の 地形 は ， 御岳火 山噴出物 か らな る 山地，

古生層か らな る 山地 に 2 区分され る 。

　御岳火山噴出物 か ら なる 山地 は ， 崩壊地 の 北西方 に 広が

っ て お り， 剣ケ峰 （標高 3063．4m ）を最高峰 とす る急峻 な

山地 とそ の 周囲 の 裾 野 に 広 が る 標高 10GO 〜1800m の 緩や

か な起伏 をなす 山地 （縁辺 部に急崖が発達す る）か らな り，

典形的 な火山地形を呈 して い る 。

　一方，古生 層 か ら な る 山 地 は ， 標高 1500 〜2000rn 程度

の 急峻な地貌 を呈 し，主 に 崩壊地 の 南方と東方 に 発達 して
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い る 。

　松越 地 区 の 南方 に お い て 東流す る 王 滝川沿 い の 山腹斜面

な らび に王 滝川 に合流す る北側支沢 に 沿 う山腹斜面 に は ，

緩斜面 が 2 〜3 段認 め られ る 。こ れ らの 緩斜面 は，過去 に

発生 し た 泥 流や 火 山活動 に よ る 堆積物 に よ り形成 され た も

の で あ る 。 泥流堆積物か らな る緩斜面は，大 又 川沿い の 地

域に も見 られ ， 松越地区の 崩壊は こ の 緩斜面内に発生 した 。

4． 地質と地質構造

　4．1 地質概要

　松越地 区 の 地質は ， 基盤 を なす美濃帯古生層
6）

と こ れ ら

を不整合に覆 う第四紀更新世中期以降の 御岳火山噴出物
7）

な らび に 岩暦堆積物，現 河 床 堆積物 ， 崩落堆 積物 お よ び土

石 流堆積物か らな る （表一1）。

　古生層 は ， チ ャ
ート・

粘板岩 ・砂岩 か らな り， お お む ね

東北 東〜西南西 の 走向を示す が，小褶曲や小断層 の 発達 に

よ り地 層 の 走向 は 局部的 に 大き くばらっ い て い る 。地層 は ，

一
般 に北 また は 南 に 60 °

以上傾斜 す る。

　御岳火 山瞶出物は ， 古生層 を不整合に覆い
， 大又川左岸

に 広 く分布する 。 御岳火 山 の 活動 は，小林武彦 ら に よ る研

究
7）tS ）・9 ）

に よ る と， 表
一 2 に示す よ うに ， 火山活動 の 休 止

期 に 着 目 して 第
一

期〜第 四紀の 活動 に 区分 され て い る 。 松

越地区 は，こ の うち 第
一

期 の 活動 で 堆積した噴出物が主 と

して分布す る地域に あ た る 。

　松越地 区 に分布す る 御岳火山噴出物は， 地質平面図 （図
一一2） に 示す よ うに ，下位か ら火 山円礫岩，凝灰角礫岩，

安 Ill岩溶岩 （鞍越原溶岩）
1°〕，軽石凝灰岩，湖成堆積物，

泥流堆積物 お よ び 火 山灰 の 順 に堆積 して い る。今回 の 調 査

で は，安 山岩 溶 岩 の 噴出 と軽石 凝灰 岩 の 堆積 との 間 に 比 較

的長 い 火山活動の 休止期が認 め られ る こ と が明 らか とな っ

た （図一3， 図
一4）。

　 こ の た め ， 火 山 円礫岩 ， 凝灰角礫岩 お よび 安 山岩溶岩 を

古期御岳火山1養出物 ， 軽石凝灰岩 ， 湖成堆積物 ， 泥流堆積

物 お よ び 火 山灰 を新期御岳火 山噴出物 と し て 扱 うこ と とす

る 。筆者 ら に よ る 古期御岳火 山噴出物は
， 小林 らの 研究 に

よ る第
一

期 の 活動に ほ ぼ対比 され る と考え られ る 。 ま た ，

新期御岳火山 噴出物 は ， 小林 らに よ る 第二 期以 降 の 活動 に

よ る もの と考 え られ る が ， そ の 活動時期 は 明確 で な い。

　4．2 地質各論

　  　美濃帯古生層

　 こ の 地域の 基盤をな して広く分布し ， チ ャ
ート， 粘板岩 ，

砂岩か ら構成され る 。 こ れ らは 難透水層と考え られ る。

　 ・チ ャ
ート ： 暗灰〜暗青灰色を呈す る層状の チ ャ

ートか

　　 らな り， 緻密 ， 硬質 で あ る 。

　 ・粘板岩 ： 主 に 暗灰〜黒色を呈 し，し ば し ば緑灰色 の 凝

　　灰質粘板岩を伴 う。 また，まれ に灰色砂岩 の 薄層 を挟

　　 む。全体 に硬質で あ る。

　 ・砂岩 ： 主 に暗灰色を呈す る 細〜中粒砂岩 か らな る。一
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表一2 御岳火 山 の 活動史
T）

献 翠黝 酬 物 ・ 額

圏 灘 野

飜 糠蹉
　角閃石複輝石安山岩
　 　　 　 〜
　角閃石紫蘇輝石安山岩
　 込幽 Ill

角閃石複輝石安山岩

か んらん石玄武岩

　 古　 生

活 動 の 特 徴

・多くの小規模な溶岩流と・
少量のス コ リア質集塊巻
の 噴出。

粘性の低い多数の溶岩流
の間に挟まれる多数のス

コ リア質火 砕流・多数の

ス コ リア降下物の活動。

厚い三枚の 溶岩と軽石流
浮石の 降下物の 活動

　 　 　 　 第二期山体中央

　 　 　 部 へ 凹地を形成

様々 な岩質の 溶岩流の大

規模な活動 とその下部に

多量に狭在するス コ リア

質凝灰角礫岩噴出の活動

（繦媽耀 宏
浮石の

）
地蔵谷火山砕滑岩類 （Po）

濃飛流紋岩および花崗岩類

層

軽　 石

スコ・jJア

S

S

P血一3Pm
−iPrn
＿2Pm
−1

　　般 に葉 理 は 不明 りょ うで ある。全体 に塊状 を呈 し ， 硬

　　質で あ る。

　  　御岳 火 山噴出 物

　ω　古期御岳火山噴出物

　下位 か ら火山円礫岩，凝灰角礫岩，安山岩溶岩 の 順 に ほ

ぼ水平に 堆積 して い る
。

　 ・
火山円礫岩 ； 主 と して ， 径5〜50cm （最大 70　cm ）の

　　亜 円礫 を含む。礫 は硬質な安山岩礫 を主 と し，まれ に

　　花崗岩 ， 流紋岩お よ び古生 層 の 礫 を含む 。 基質は ， 黄

　　褐色を呈す る火 山 灰質粘性土 と砂質土 か ら な り ， 石化

　　す る に は 至 っ て い な い 。層厚 は お お む ね 50m に 達す る

　　が ， 下部 に層厚15m 程度の 砂岩 ・礫岩を伴 う。 透水性

　　が大 きく， こ の 地域 の 帯水層 と な っ て い る 。

　 ・凝灰角礫岩 ： 径 3〜20　cm （最大 50　cm ）の 安山岩角礫

土 と基礎，33− 11 （334）
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図
一3 地質断面 図

と暗褐灰色 の 細礫お よ び 火山砂 の 基質 か らな り，固結

して い る。まれ に，古生層 の 細礫を含む。層厚 は 最大

60m 程度 で ある 。透水性 は 比 較的小 さ い 。
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1100 ・安山岩溶岩 ：灰 〜暗灰色
1080

　 を呈 す る硬質な角閃石
一

10SO・

1。10　 輝石 安山岩溶岩 で あ る。
1020　 3〜20cm 間隔の 板状節理
10CIO

黝 　　と 1 〜3m 問隔の 柱状節「

9SU　 理 が 発 達 す る。一
般に ，

940
　 灰色 の 石 基中に 0．5〜2

920YDO

　 mm の 斜長石 ， 少量 の 1
bO 　　〜5mm の 角閃石 ，

0．5
sεo
　　　皿 皿 以下 の 輝石 を含む 。

　　　斑晶は，一
般 に少 な い 。

　　　透水性は大 きい
。

  　新期御岳火 山噴出物下位か ら軽石凝灰岩 ， 湖成堆積

物，泥 流堆積物お よび 火 山灰 の 順 に堆積 し て い る。
・軽石凝灰岩 ：主 に 灰 白〜淡桃灰色 を 呈 す る 径 2〜5〔，
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図一3　地質断面 図

　 mm の 軟質 な 軽 石 を 多 く含 む 石 英安山岩質 の 軽石 凝灰

　 岩 で ある。基質 は軽 石 に 富 む 火山灰 で 構成 され，比較

　 的 よ く締 ま っ て い る。ボー
リ ン グに よ る 標準貫入 試験

　 で み る と ，
1＞値 1 〜20程度の 軟質な部分や極め て ゆ る

　 い 軽石質砂層を挟 む。一般に塊状で無層理 で あ る が ，

　 部分 的 に傾斜 10〜15
°

の 葉理 が 発達す る 。 層厚 は最 大

　 25n1程度 で あ る。一
般 に透水性 は 小 さ く， 難透水層 と

　 い え る。

　 。 湖成堆積物 ： 比較的 よ く締ま っ た 礫層を 主体とする が
，

　 軟質な軽石 凝灰 岩 の 薄層 を数枚挟在す る。ま た ， 最上

　 部付近 に 厚 さ 1 〜 3m の 福色粘土層を挟 む 。

　　 礫層 は ， 主 に径 5〜50cm （最大 80　cm ） の 亜円礫〜

　 亜角礫 と淘汰 の 悪 い 褐灰色 の 粗砂 か らな る 。 礫 の 含有

　 量 は
一

般 に 60〜80％程度で あ る。礫種は 種々 の 安山岩

　　か らな り，古生層，流紋岩 お よび花 崗岩 な ど も含 ん で

　　い る。層厚 は最大50m程度 で あり， 透水性 が 大きい 。

　 。泥 流堆積物 ： 径 5〜70cm 程度 の 角礫 を含 む 火山灰質

　 粘性土 か らな り ， 未固結で あ る。礫 は 主 に安山岩礫 か

　　らな る が，花崗岩等 の 礫 を少量含む。上部 に 層厚 1 〜

　　2 皿 の 粘土 化 した 軽石凝灰岩層 と粘土 層 を挟 む 。 層厚

　　は最大20m 程度で あ る 。 本層 は ， 透水性 が 小 さ く， 難

　 透水層 と い え る。

　・火 山 灰 ：本層 は ， 下位に あ る黄褐色 ロ ーム とそ の 上 に

　 堆積した 上位 の 褐色 ロ
ーム か らな る。下位の ロ

ーム は，

　 径 0．5〜1cm の 火 山礫，粘土 化 した 軽 石 お よ び ス コ リ

　　ァ を多 く含 む。上位 の 巨
一ム は，少量 の 火山礫を含 み，

　　粘土化 し て い る。ま れ に，斜面 上 方 に 分布す る 安山岩

　　溶岩 の 角礫を含 む こ とが あ る 。全 体 に透水性 は 小 さ く，

　　難透水層 とい え る 。

　  　岩屑堆積物

　主 に径 5〜50cm の 角礫，砂質土，粘性土か らな る
。 層

厚 は 3 〜5m の こ とが多い 。

　  　現河床堆積物

　主 に径 5〜50cm （最大 100　cm ）の 円礫〜亜円礫 と中〜粗

砂 の 基質 か らな る 。
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　  　崩落堆積物

　主 に 径 20−−300　crn の 安山岩 の 岩塊か らな る。

今回 の 地震 に よ り，崩壊地上方 の 尾根に沿 っ て 発

達す る 急崖 か ら崩落 し た 堆積物 で あ る 。

　  　土石流堆積物

　今回 の 地震 で 発生 した 松越 地 区 の 崩壊土塊 が 土

石流 となっ て流下した堆積物で ， 主に径 1〜5cm

の 角礫を含 む 褐色 の 火 山灰 質粘性土 か らな る。層

厚は最大で 10m程度で あ る 。

　 4．3　地質構造

　松 越 地 区 の 基盤 を なす古生 層 の 露頭 は ， 図一2

に 示す よ うに ， 崩壌地 の 対岸 の 大又川 左岸 ， 大又

川 上 流 の 河床付近，松草川下流 の 河床付近 ， 崩壊

地南側 の 斜面 下 部，崩壊地南方 お よ び 北東方 の 県道 の り面

などに 見 られ る。また，崩壊地 の 滑落崖直下 お よ び崩壊地

内 に 小 規模 な露頭 が認 め られ る。こ れ らの 状況 とボー
リン

グに よ り確認 され た古生層 の 上面 の 標高か ら古生層上面 の

形態を み る と，崩壊地頭部 の 山側で は ほ ぼ平 坦 な形状を有

し て い る が
， 崩壊地内 に お い て は 30

°
程度大又川 の 方 に 傾

斜す る と と も に，沢状の 凹地 地形 （図
一 7） と な っ て い る 。

崩壊地付近 に お け る 地層 の 走向は N70°E 〜EW を示 し，

60°〜85°北西 あ るい は北 に 傾斜 して い る 。

　古期御岳火山噴出物 は，崩壊地 の 山側 で 古生層 の 上 に不

整合 に重 な っ て分 布 して い る （図
一3）。古期御岳火山噴出

物 の 最 下部 に あ る火山円 礫岩 は，崩壊地頭部 の 直下 の 斜面

に 分布 し て お り，露頭か ら大量 の 湧水 が認 め られ ， こ の 地

域 の 主 た る滞水 層 と考 え られ る。

　古期 お よび新期御岳 火 山噴出物 の 地質構造発達 の 過程 を

概念図 と し て 示 す と図
一 5 の よ うに な り，古期御岳火 山噴

出物 は ，新期御岳火 山 噴 出 物 の 堆積前 に 下 位 の 古生層 と と

もに 浸食 を受 け， 谷 地形が形成され て い る。

　新期御岳火 山噴出物 は ， 前述 の 谷地形を埋 め て 堆積 し，

お お む ね 崩壊前 の 地形 の 原形 を形成 して い た 。 軽石 凝 灰 岩

は ， 火砕流堆積物 とそ の 2 次堆積物 か らな り， 比較的締ま

っ た地 層 とい え る。し か し，こ の 2 次堆積物 の 中 に は ， 斜

面下方 に 向 っ て 10〜15°傾斜す る葉理 が 発達 し，葉理 に 沿

っ て N 値 5 以下 の ゆ る い 軽 石質細砂層や粘土化した軽石 を

多く含む 地層が 挟在され て い る （図
一4）。 崩壊 は ， 軽石 凝

灰 岩中の 粘土化 し た 地層 をす べ り面 と して 発生 し， 崩壊直

後の 観察 で は そ の 表面 にす べ りに伴 う条痕が 残 っ て い た 。

湖成堆積物は ，軽石 凝灰岩 に ア バ ッ トあ る い は そ の 上位に

堆積 して い る。

5．　 地 　 下 　水

　松越地 区 の 地 表部に お け る 湧水 の 露頭 は，主 に松草川 に

面 し た斜面 ， 崩壊地北東方の 県道上方 の 斜面 お よ び滑落崖

直下な ど の 火山円礫岩中に認 め られ る 。 ま た ， こ の ほ か に
，

崩壊地北側 に 分布す る 湖成堆積物 の 礫層 か ら湧水 が認 め ら

土 と基 礎，33− 11 （334）
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れ る。

　 こ れ ら の 湧水露頭 と ボーリ ン グの 孔内水位 （図一 4）か

らみ る と ， 崩壊 地 付 近 の 地 下 水 は 難透水層を形成す る 古生

層 を不整合に 覆 う火 山 円礫岩中に滞水 し，一
部 で は 湖成堆

積物 の 礫層中 に も滞水 し て い る 。 地 下水面 と古生層上面 と

の 比高差 は，崩壊後 （地震発生後約 1 か 月後） お お む ね 10

〜15m 程度で あ り， こ の 地下水 は古生層上面 に刻 まれ た 沢

地 形 に沿 っ て 大又 川 の 方向 へ 流動 し て い る と考 え られ る。

　なお，滑落崖 の 山側 の 地下水位は ， 崩壊後に 図
一 3 に 示

す水位 と して 測定 された が，崩壊前の 地下水位は こ の 水位

よ り高 い 位置 に あ っ た と考 え ら れ る 。

6． 崩壊発生機構の考察

　調査結果をも とに ，松越 地 区 に 発 生 し た 崩壊 の 発 生 機構

の 考察を行 う。

　  崩壊 は ，マ グニ チ ュ
ード6．8 の 「長野県西部地震」

　　 に よ る 地震動 に よ っ て ，一
瞬 の うち に 発生 し た。松越

　　地区 に お け る震度階は，墓石 の 転倒などの 模様 か ら，

　　震度VI程度 と推定 されて い る。

　  崩壊地 内に は明り ょ うな馬蹄型状の 滑落崖が 2 か 所

　　 に認 め られ ， 崩壊は  ブ n ッ ク と  ブ ロ ッ ク に分 け ら

　　れ る （図一6）。両 ブ ロ ッ ク の 崩壊 は，と もに 新期御岳

　　火山噴出物 の 軽石凝灰岩 の 上部をすべ り面 とし て 発生

　　 して い る。  ブ ロ ッ ク の す べ り面 とな っ た軽 石 凝灰岩

　　は，火 砕流堆積物 が 2 次的 に 堆積 し た 地層 で ，葉 理 が
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図一5 御岳 火山噴出物 の 地質 購造 発達史 概念図

　発達 し， 葉理 に 沿 っ て高含水比 の 軟弱 な地層と ゆ るい

軽石 質砂層 を挟 む が，主 に 前者 をす べ り面 と し て い る 。

　  ブ ロ ッ ク の すべ り面 とな っ た軽石凝灰岩は ， 火砕流

　堆 積物 か らな り，葉理 は 不明 りょ うで 比 較的締ま っ た

　部分 が 多 い。

  　古期御岳火 山噴出物 に 比 べ ，新期御岳火 山の 噴出物

　 は，地層 の 固結度 が低 く軟質 で あ る た め，大又 川 の 侵

　食に よ り河岸斜面 の 不安定化を招 い た と考え られ る 。

  　崩壊地付近 に お け る地 下 水 は，主 に 古生屑 を覆 う火

　 山円礫岩 中に 賦 存 し，古生層上面 に 刻 まれ た 沢部 に 沿

　 っ て 流動 し て い る と考え られ る。崩壊地滑落崖直下に

　み られ る 100　lfmin 程度の 湧水 は，こ の よ うな古生層

　上 面 の 沢部に集め られ た もの で あ ろ う。古生層上面 に

　刻 まれ た 沢地形か らみ て ， 崩壊地付近 は地 下 水 の 集水

　性が高か っ た と考 え られ，こ の こ と が 崩壊発生 の 大き

　 な誘 因 を な したもの と思 わ れ る 。
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　　　　図一7　古生 層上面 等高線 図

  「長野県西 部地震 」発生前 の 9 月 1 日か ら 9月14日午

　前 8 時まで の 松越地区付近 に お け る降水量 は ，99mm

　に達 し て お り，当 日 も午前 1 時頃 か ら 20mm の 降水

　を記録 して い る （図
一8）。こ の た め，崩壊地頭部付近

　にお け る火 山 円礫岩中の 地 下 水位は 上 昇 し，滑落崖直

　下 に お け る 古 生 層 と 軽石凝灰岩の 問 に 分布す る火山円

　礫岩は被圧地下水 を滞水 して い た もの と考え られ る。

  　難透水性 で あ る軽 石凝灰岩 は，古生層 と古期御岳火

　山噴出物上面 に刻まれ た 沢部に お い て ， 古生層 と火山

　円礫岩を直接不整合 に被覆して い る 。軽石 凝灰岩は ，

　崩壊地頭部付近 で は ， 火 山 円礫岩中の 地下水 に対 して

　被圧滞水層を形成 させ る役割を果 た し て い た と考え ら

　れ る 。 こ の た め，軽 石 凝灰 岩は ， 地 下 水 で 飽和 した 状

52

　 6CI　
塁 50
じ） 4し

曜 ．aCI
　 2CK

　 Io
豈　o

〔合，佃 mml

36 33
『

  9！14の 降水
　　　土ζ野県西部

　　　までの もの
一

2CI

1
− 43 2

i 1 1

9！
「
125456789101112131 生

　 　 　 　 　 　 （日1

　長野県木曽建設
’P務所測定（束地区〕

　　隠 8 地震発生 前の 降水量

態 に あ り ， 地震動 に よ る 間隙水圧 の 上 昇 に よ り著 し い

強度劣化を起 こ し た も の と推定 され る 。

7．　 あ と が き

　
「長野県 西 部地震」 に よ る 大規模な 斜面崩壊 が 発生 した

松越地区 に お け る地質調査 の 結果に基 づ き，崩壊 の 発生機

構につ い て 考察した。

　松越地 区 に お け る 崩壊 は，予 測 で きな い 突発的 な もの で

あ っ た の で ， 人的 ・物的な被害も甚大 なもの とな っ た。こ

の た め ， 今後 と もこ れ らの 災害 を防ぐた め に ， 種々 の 調査・

研究 が必 要 と され よ う。

　本報告 は ， 応用地質株式会社が長野県木曾建設事務所 の

御依頼 に よ り実施 した 「昭和59年度国補道路災害復旧工 事
に伴 う地質調査 」

11）
の 結果 の

一
部 で あ る 。 こ こ に 公表 の 機

会を与えて い ただ い た こ と を深謝す る 。

　現地調査 は，地 震 発 生 直後 の，ま だ余震 が続発 す る中で

実施 し た が，調査期間中に 長野 県木曾建設事務所 の 関係者

各位な らび に 王滝村役場 の 関係者各位， 地元 の 方 々 に は大

変御世話 に な っ た 。 記 し て 感謝の 意を表す る 。
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